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ウツギ 

茎が中空なことから空木 

また旧暦四月（卯月）に

咲くので卯ノ花 
（写真はヒメウツギ） 

ホトトギス（時鳥） 
夏鳥。5 月後半～６月、主

にウグイスの巣に産卵、先

に孵化したヒナは元々あっ

た卵を巣の外へ落とし、餌

を独り占めして成長する。

鳴き声は「東京特許許可

局」と聞きなしされる 

センダン（別名オウチ） 

初夏に暗紫色の花をさか

せる。秋～冬には直径 1

㎝ほどのクリーム色の実

をつける 

ゲンジボタル 

クイナ 
水辺のアシ原などで暮らす

鳥。半夜行性で「きょきょ

きょきょきょ」と叩くよう

に鳴く 

ヘイケボタル 

タチバナ 
日本原産の柑橘。香りがあ

る花は 5～６月に咲く。実

は直径２～３㎝ 


